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命昭和44年度予算概泊要求1こついて

当研究所昭和44年度予算概算要求の内訳は，つぎのと

おりである（かっこ内は政府補助金）
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嶺嘩要旨

東畑会長から研究所の現況（定貝，賓本金，予窮，第

2次 7カ年，lr画，ビ｝レ増築など）について報古があり，
上記議題について了承を得た。なお，海外への研究所成

果の付及，現地語研修の成果，研究所職員の客観的評価

などについて懇談が行なわれた。

令在外職異活動
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` 1 1次商品貿駆こおける流 II ゾ通取引組織 8月21日

桐生料タッカI米作テルタの経済構造と 8月24H
発展過程
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令外国人の来訪者

(1) 8月 2日（金），Dr.Sein Lin (Assistant Director, 

John C. Lincoln Institute,じniversityof Hartford)が，

土地改革問題について懇談のため来所。

支出合計 952,325,000(852,446,000) (ど） 8月17日（土）， Dr.Phlip G. Altbach (Assistant 

なお，この要尺総額1士昭和43年度予箕．803,764,0()()円に
Prof心sor,The Department of Educational Policy, 

比して約lふ5'，ぃ曽て］入る。
The University of Wisconsin Madison, Wisconsin) 

が，低開発国のキ生迎動と政治との関係について 1こアリ

令ご上与会の開造 ングのため来所っ

8月7fl, ~研究所役員会議室において，参与会が下 (:J) 8月22日（木）， Prof.Oddvar Arefvik (Head of 

記のとおり開催された。 Departml,nt of Agricultural Economics, Royal ;¥gri-

1廿席者 cul1ural Cdlege, Norway〗が， 西パキスタンの棗近の

参与：熊谷通商産業事務次官，大口農林事務次官， 農業発展について意見交換のため来所。

111出叫斉企凹事訟欠官，和j[lJ-界経済嗣記詞 (4 8月l4日（水），＇氾日碕こ）， Mr.Tarlok Singh (ex-

閂長，｛恵永＇亡士製鉄専窮取締役 Member, Planning Commission, Gov.ernment of India) 

研究所：束畑会長，小倉所長，久我理事，染谷理事， が，蚊近のインド経済の諸問題についてヒ｝ナリングのた

→氾':戸9
炉 i で1ぶ

山下l:!$,匹辺i晶事

l. 昭和42年度決算報告につい―C

2. I?和1年度ji業につし、ヽ て

3. 昭和44年庁予算について

102 

め来所。

(6月の記載もれ）

b月 6日（ド， Ur. Swamy (Associate_ Professor, 

Harヽardじnivcrsity)が，インドと中国における価格政

策について懇談のため来所。




